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※発言者の敬称略 

 

■ディスカッションの概要 

（モデレータ） 

パネルディスカッションの副題は、「コミュニティにアクティブシニアが活躍できる場を創る」

であるが、各先生方が取り組んでいる研究プロジェクトでは、実際のコミュニティにシニアが活

躍できる場を創ろうとしている。まず、研究開発の目的に照らして、どのような場を目指してい

るのか、そしてそのような場を創造していくにあたって、何がネックになっており、あるいは何

が利用できるのか、という点についてお話いただきたい。 

（ 辻 ） 

今はかつての 65 歳の人の体力が 75歳の人にあるということで、ミスマッチが起きている。日

本は世界に先駆けて超高齢になるので、75 歳くらいまで働くのが当たり前、というくらいに価

値観を転換させなければならない。そこで、地域のサービス経済をある程度支える普通の経済シ

ステムとして、社会貢献という文化とセットのコミュニティビジネスを普及できないのかという

ねらいを持っている。プロジェクトでは様々な事業形態・働き方と、そのマッチングシステムを

実際に作り、ただ単に働くのではなくて、人と人とのつながりが出来て、地域そのものが変容し

ていく、そういうものを論理化すると同時に、アウトカムについての評価をしっかりしていく。 

（大方） 

このプロジェクトのフィールドは大槌町というか被災地であるが、実際のねらいは復興のまち

づくりを、東北の漁村としての地域の特性に応じて展開するということである。第一の目標は引

きこもり・閉じこもりを防止して、自殺ないし虚弱化を防止するところにある。そのためにはコ

ミュニティをちゃんと創らなければならない。しかし、何か地域に貢献できる、広い意味でのコ

ミュニティのビジネス、あるいは住民の共助型の活動というものが基本になければ動かないとい

うことも分かってきた。それは、被災地のまちの経済あるいは産業の復興のためにも必要である。
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地域でそういう新しいビジネスが生まれると、若い人は本業とか子育て等で忙しいので、ある程

度の年齢の方か高齢者しかいない。そういう人たちの活躍に期待する仕事は山ほどあるし、そう

いう人に期待しない限り被災地の復興は望めないのではないかと、そういうように思っている。 

（寺岡） 

このプロジェクトは農業・農村の課題に焦点をあてている。高齢者と農業ということを考えた

場合に、高齢者というのは村の歴史・技術というものをよく知っておられ、非常に個性的な存在

であると思う。こういうものを農業の中に活かしていけるとすれば、それは高齢者が住んでいる

村の個性を再び創るというか、再構築するということにも繋がっていくのではないか。よい例と

して、地域特産品の地域ブランド化というものがあるが、このように高齢者の存在と、我々が目

指しているような農業の課題というものが非常に強く繋がっていて、これらの可能性というもの

を感じるのではないかと思っている。 

（原田） 

このプロジェクトは、他のプロジェクトに比べてコミュニティ色があまり強くない。私たちが

やろうとしていることは、価値観の逆転というか、これまでの工業社会では新しいものを作ろう

とした時に、作る人の視点でしか使い方・作り方を考えていなかったが、それを使い手の側から

もう一度考え直していこうと。その契機として、高齢社会は私はチャンスだと思っている。 

現在悩んでいることとしては、今のところ参加してくださる方は、機械が大好きなスーパーユ

ーザーが多いということである。このプロジェクトとしては、そうではない方々にも来ていただ

き、色々な人の色々な視点があって、その中での使いやすさというものを、全体として押し上げ

ていくためには何を考えなければならないのかという場を創っていきたい。 

（モデレータ） 

皆様ありがとうございました。次は鈴木先生にうかがうが、鈴木先生は「新たな高齢者の健康

特性に配慮した生活指標の開発」というプロジェクトに取り組んでいるので、活躍の場を創ると

いうよりは、最近の高齢者の特性はどのようなもので、昔に比べて何が変わったのか、あるいは

高齢者の活躍の可能性などについてお話しいただきたい。 

（鈴木） 

やはり、私たちは高齢者というように一括してしまいがちだと思う。今日のパネルディスカッ

ションは、イメージとして、これが比較的アクティブなシニアが活躍する場としてコミュニティ

を考えており、次は“生涯安心して自分らしく住み続けられる”という、もう少しアクティブで

はなくなった時をどうするのかというパートだと思う。このような切り分けも重要である。また

男性と女性では老い方も、疾病の特性も違う。また大きな違いとして、前期高齢者と後期高齢者

である。前期というのはまさにアクティブで元気なため、高齢者と呼んでいいのかよくわからな

い。しかし、７５歳を過ぎると、心身の機能の減衰がはっきり出てくる。そういう人たちへのソ

ーシャルインクルージョンというか、地域の取り組みはどういうように考えていけばよいのか。

さらに大きな問題になるのは、認知症があるかないか、あるいは認知機能の低下があるかないか。

そういった時に、社会がどうその人を含めて関わっていくのか。このように色々なマトリックス

を考えなければならない。それからもう一つは、コミュニティといった場合に、大都市の高齢化

と地域の高齢化をとってみても、それぞれの特性が非常に違う。 

このように高齢者やコミュニティといった場合、その内容は非常に多義にわたっているので、



平成 24 年 2 月 22 日（水） 

3 
 

性の役割や特性、前期と後期の高齢者、認知機能、そして地域の特性など、そういったものを認

識して、どこをターゲットにして何を話しているのかということを明確化するという作業が必要

であると思う。 

（モデレータ） 

ここでは、元気な高齢者ということをメインに考えていきたい。高齢者というと、虚弱で支え

られる側といったイメージをもたれやすいが、健康で元気な高齢者は非常に多い。そんなアクテ

ィブシニアの方に社会を支える側へ回ってもらうと、今後の高齢社会を持続可能なものにするた

めに大いに貢献できるのではないか、と考えている。そういう意味でも、高齢者が活躍できる場

を創るということは、今後の高齢社会において非常に重要なテーマになってくる。 

これからは、アクティブシニアが活躍できるコミュニティに向けて、どんな課題があるのか、

行政と各関係者の役割、それから高齢者の活躍の場づくりを研究開発という立場からどうとらえ

ているのか、というところを自由に発言してもらいたい。 

（原田） 

私のプロジェクトは現状では有償ボランティアである。将来的には、一種のビジネスモデルの

ようなものを作り、ある程度自立できる組織にしていきたいという夢を持っている。ただ実際に

始めてみて、有償・無償の関係をどうするのか。またお金が絡むことになった時に、組織のあり

方も変わってくるし、参加してもらう高齢者の方の意識も変わってくる。そのあたりをどういう

ように考えればいいのかなという点がある。もう一つは、研究者としての立場としては、こうす

れば使いやすくなるという、科学の結果として出てきた知見は無償であり、社会全体のものだと

信じている。しかし、特定メーカーのプロダクトについて出た結果は経済価値を持っている。そ

このところの折り合いの付け方。つまり、現実の経済活動が絡んできた場合には、様々なことを

知らないとやっていくのが難しいと非常に強く感じている。 

（辻） 

高齢者の方は、体力も知力もあるので、ビジネス業界で正当な単価を取れるようなものが成り

立つというのが基本的な設計である。そういうものが、ノーマルな地域経済になる社会にする必

要があるのではないか。この図でいうと、普通の労働市場に入る、そういう通常のサービス市場

経済の中で位置付けていくというのが 1点だと思う。それともう一つが意識である。地域住民と

して、地域で活躍して、お小遣いをもらい、楽しくやろうという意識変換がとても重要である。 

それから産学官民の連携と、行政の役割がある。様々な地域の活動において、行政が参加して

入れば大変スムーズにいく。ただし、民間企業の組み合わせを考えるとき、行政は苦手である。

そういう時には大学が入っているとスムーズにいくように感じる。行政がやはりその地域のため

に、コーディネートの役割を果たしてくことと、柔軟な民の導入が大きなポイントではないか。

いずれにせよ、この図の中で、地域の合理的なサービス市場の中に組み込みということが最大の

ゴールであると考えて取り組んでいる。 

（鈴木） 

これからのコミュニティにおいては、アクティブな高齢者が満足できるものが供給されなけれ

ばいけない。私は、日本型の高齢社会の中のアクティブシニアというのは、男性は特に有償労働

だと思う。女性は、今までの日本型のスタイルからいうと社交・友人との付き合いだと思う。誤

解を恐れずに言えば、男性は就労をどこかで、どんなかたちでもあるということが重要であり、
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女性は、そのコミュニティのなかで培ってきた人間関係や社交が自信になるのかなと。そういう

ものが提供されるような場でなければダメではないかというように思う。 

（寺岡） 

地域の特産品という文字を見ると、すぐに思い出すのが集落で作っている直売所である。栃原

の地域の方々も直売所を作っているが、実際には直売所はない地域の方が多い。つまり栃原は、

直売所を作れるだけのアクティブシニアがいる恵まれた地域である。最初のステップとしては直

売所のような活動を地域の中でどのように立ち上げていくのか。次のステップでは、そのような

活動が経済的な基盤となるための地域社会的な付加価値を、その活動にどのように付随させてい

くのかということ。そのために、地域の活動をファシリテートしていくコーディネータの存在が

重要であると思う。そのコーディネータとして、行政にはよい面悪い面がそれぞれあると思うが、

実際にプロジェクトに取り組んでみて、行政が果たすべき役割は大きいと感じている。 

（大方） 

私のプロジェクトでは、コミュニティビジネス的なものを企画していこうという時のリーダー

役、マネジャー役、あるいは資金。それをどうやって育てるのかというのが非常に大きなポイン

トである。マネジャー役をどうやって育てるのかということが重要だが、被災地ではどうしても

そういう人が一番不足している。その時に、行政の力は大事だが、そちらも人手が足りない。や

はり外部の人を入れて、半官半民のようなまちづくり会社のようなものを作り、それを育ててい

く。そういう戦略があるともっと進むのではないかと感じている。 

（モデレータ） 

最後にコメンテーターの意見をお願いしたい。 

（木村） 

この 9つのプロジェクトは、大きく分けて 2つの役割を持っていると考えている。１つは、高

齢者は社会的に見ても大変な能力を持っており、これをいかに育てるという取り組み。そしても

う１つが、新たな高齢者の社会を創設していくという役割。新しい高齢社会のデザインとは、言

いかえれば文化である。文化をどう創り出していくのか。高齢者の文化です。これは当然歴史的

に見ても非常に評価されていくことだと思っています。またプロジェクトの結果として、1つは

その取り組みを通じて信頼関係がどう変わったのか。もう１つは、その活動がどのように広がっ

ていったのか。つまり、様々な地域で実装できるプロジェクトであると思う。まさに人間同士が

支え合い助け合う。それが結実するということがまさに文化であると考えている。 

（秋山） 

個人的な感想となるが、肝心なことは多様性である。地域にどういう資源があって、何が課題

か。高齢者・高齢社会の課題は非常に多様であり、また高齢者自身非常に多様である。色々なと

ころに制約があり、その制約から新しいイノベーションが生まれる。そのため、各プロジェクト

間で互いに学び合うことが重要である。そしてもう 1つは、高齢者自身がセカンドライフへの切

り替えが難しいということである。そういう切り替えをどうするのか、新しいイフデザインの作

り方、これには、生涯教育ということを本気で考えていかなければならないと思う。 

（モデレータ） 

皆様ありがとうございました。 

（以上） 


